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生活環境の整備のために

道路新設改良事業　　　　　　　　　3・τ　　　　

街路整備事業・　　　　　　　　　　3・F□，　二肉

都市下水路築造事業　　　　　　　　　　　　　

都市公園整備事業・…　　　　　　　　　　ヒ，　＝弓

土地区画整理事業　　　　　　　　　　　可．二　］＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

こみ収集車購入　　　　　　　　　　　　　　　一＝

市民福祉の充実・向上のために

生　活　保　護　　　　　　　　　　　　．器；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．剴ｶ手当絡付事業　　　　　　　　　～一隔『一　モ

譲驕繋議膿胸　㍉’一1≧
障害者福祉手当絡付事業　　　　　　　　　．δ　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝児童センター建設事業　　　　　　　　　　一

老人市内バス無料化交付金・　　　　　　　．F　
高年齢者労働能力活用事業　　　　　　　、弓一　
在宅老人デイサービス事業　　　　　　　，εお『弓
敬老年金支給　　　　　　　　　　　　　一一一　．
ねたきり老人介護手当・老人車イス購入　　託　「＝
乳幼児医療助成事業　　　　　　　　　　　ヲ。7
田子家庭医療費助成事業…　　　　　　　　　　∵

うるおい福祉基金積立金　　　　　　　　　　　＝「
健康管理センター建設事業　　　　　　L　　　二肇　．．

産業の振興のために

ほ場整備事業　　　　　　　　　　　　　r三＿二
農道整備事業　　　　　　　　　　　㍉ラ’一　　T．
用排水路整備事業・　　　　　　　　　　　　「＝．L

農村総合整備モデル事業　　　　　　　　　　　一一
構造政策推進モデル集落整備事業　　　　こ，⊃コつ「一

林業振興事業　　　　　　　　　　　　ヨ
綴綴萎事業　　　　㌧，；・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

中小企業振興融資貸付事業　　　　　1・一　　　二
平岩探勝道整備事業…　　　　　　　　　　　て…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

日向岬観光レクリエーション基地整備事業　　　・　2．ξ　＝

伊勢ケ浜岡浜公園整備事業　　　　　　　2、∵π

教育交野の向上のために

全国中学挾選板体育大会実行委員会補助金　　　一　『一．

平成4年度高校聡体実行委員会運営補助金・　’　　一．＝

小・中学挾営善事業　　　　　　　　　1，．Y＝・＝

小・中学校整備事業　　　　　　　　　　5，・・　　

田の二分挾へき地教職員住宅整備事業　　　　　一一
富島中学校大規模改造事業・　　　　　　。：白岡　

美々津中学校プール建設事業　　　　　　c，お　一
学校給食共同調理場貫流ボイラー取替工事　　　　ポ　っ；

3

一般会計146億円は
市民1人あたり251，685円

市　　税

便用料及ひ
手　数　料

市　　債

県支出金

分担金及び
負　担　金
　　　　　地方譲与税

国庫支出金
　　　　　地方交付税

議会費
量3、ニー一「

その他

」　1

労倒費
　，5π

特別会計予算

縁務費　　商工費
3」、’ @ヨー　　　 7、4〕1コ馬

　　　く〉

民生費　　土木費
弓二　　肖　　43、駈　一

◇衛生費　　消防費
　　＿　　　．．「，156「

公。費く〉捕費

「，エ　　こ4・738・
」し　，→　　　　　　’

＜
費
他
m
胡
ノ

瓢の

j
繕〉農業1

3

X

翼
茎

公営住宅事業

住宅新築資金等貸付事業

城山墓園事業

亀崎土地区画整理事業

亀崎北土地区画整理事業

藺易水道事業特別会計

下水道事業

国民健康保険事業

老人保健事業

計 92億8，560万円

水道事業会計予算

●損益勘定
　眠入……9・一1，詑ら　9↑
　表出・・・…　8旨　5．ア13　　8手

●資本勘定
　支由……7＝入3ヨ87一］／十　　L．云・ k筥整喬事業〉

●おもな事業

　〒　　　κ　ん距｛＝　　、一〆一ニマ＝　　ヌー5

　　一斗ま譜轟寵喰詳　．憂∫二
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豊かな市民生活をめざす255億円は

野市の二瞳
麟麟円
一般会計予算の構成

自主財源

依存財源

繰入金

［
□

市　　　税
5．065、249

（34．7％）

こう使われます。

　　　巨万譲与税

　　　自動車取得税交付金

　　　利子割交付説．．‘．

　　　特別地方消貢税來付金

地方交付税

さな　り　円る　詰とさ
んが三ま市＼と三まのん平
のら年せの全十年すよか成
暮’度，」台業二實。うら三

国庫支出金

諸収入

財産収入一ご　・一

使用料及び手数籾

その．＝ ｼ田ゴ

商工費

　　　　　　　　　　　県支出金
交通安全対策特別交付金　市債「．．　：＝　．こ飢

分担金及び負担金i

議会費

消防費

農林水産業費

衛生費

教育費

学働費　：．

災害復旧費
その他　「

民　生　費

・　。91　011

＝＝

@　■　土　木　費

公債 _嚇＼
’．
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「一滴の水6地球の贈O物」

6月1日一7日「水道週間」

　6｝】1日力・ら7L1まで：よ「水道三固間」

です、

　明治23q890）年に、わが国最初の近

代的な水道が給水を始めて以来、満百

年を経過しましたが．この間．水道は
ノこ1虫に淳1白し、li召手II34　fトにわ『ザカ・48、7

％で・あ一．、た．惇及郭が、争日ては94，400

とめざましい発展をとげてきました

　水は、生命の源で’す。いまや水道は

私たちの健康で．文化的な日常生活を支

えるかけがえのない施設の　・つであり、

社会的、経済IIりな詣活動を営むうえで

．イ・可欠なものです．蛇口をひねると、

きれいな水がいつも出る　　水道の利

便性に’回れすぎている争、水の大切

さを見1自：し，理解を深めたいもので．す

　rlfで』ほ同期聞l11、目向管．日輩組で｝の

協．ノJを得て、つぎのような’拝業を行い

ます、ぜひご利用ください

浄水場の開放■権現原〔塩見｝の浄水

場を．一般開放します．こク）機会に、き

れいな水しができるまてク）しくみを見学噛

してください、

相談所の開設■給水．T＝事なビについて

の柑畝に応じ漏す、市水道課1倉52．一

5228）まげ

修理サービス■蛇llの八．ノキンを無料

て取り替えます、また、簡単な修理は

資材費のみ有料で行い圭す　申しへみ
：よ［】匠11窄な；」二事辛旺で7　〔1奮52－2556｝　’．．＼．

　　工事は指定店で
　最近、市の指定lrll以外の業者カテ1泳

．1＝’銭を行・ワたため、給水できなか・．．，た

り、漏水で高い料金を芝画一．，た　　な

どのトラブルが増えています，

　水道の新設や増誌、修理L‘｝享は、市

の指定店でなければ行うことができ圭

せん、

　水道に関するIl’綜ま、ド表の指定店

またはrli水道諾へこ机、炎ください

　指定．L肇店　　電　話

｛欄　　 【正 e　　lil　　L　　掌　　52－　2　7　7　3

ヌし　　善　　水　 」芭　　1＝　集　　 52　一　．疑　5　2　8

萌1日向火道誌備　52　3235
〔角1演テF1乏f蒲　1： 掌　52－7241
1冊1　∫∴㌧　尋（　業　 口上　f繭　　52　　1　2　7　6

〔｛1．｝コグマ，備L裳54－0098
B　 「♂1」　総　r，　　L　f翰　｛掬　　54　　　3　2　4　3

1rl圧｝1斐F、窒f蒋 L業　54一一5552

1掬仁「こ1司　小こJ旦　 L　裳　　54－2　2　5　4

〔fpあべ水道設備．54．．6595
？；｛II，1水」重．i二f答「εt「152－3454

ヶζ　里肯　水　1直　　L　 曳」　　52－8　8　1　5

rfrl　f乍　　1漆　　　　　 1篇　　52－　1　8　8　7

｛l11昭栄。乏備11業’53－3683
11i1〆卜～｝ミ窪？　L」費．1：ナ芳1占　　54－8　6　9　5

［11自」盆奪；1：F｝事r島「司拳且で｝　　52－2　5　5　6
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あなたも市の花“囎㊥〔∂”を植えてみませんか

　　6月2日は、市民総参加『ひまわり植栽の日』

〃
（
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き
、
．
史
に
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ト
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か

ら
み
メ
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異
色
で
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る
日
本
気
化
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．
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国
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　「新ひむかっくり運動市民会議」と市ては、争年も昨

年に引き続き、．市の花ひまわりで街をいっぱいにしょう

と←備を進めています

　今年は、次の4か所に集中的にひまわりを植えること

にしていますので、あなたもぜひお近くの植栽会場に行

って植えてみませんか。みなさん一・人ひとりの協力で8

月には見事なひまわりのじゅうたんを敷きつめることか

てきるのです．

多数のご参加を1

第1会場■梶木公民館北側　　　［約1．100m．、　3．00（1本｝

第2会場■細島4区公園予定地　〔約6，600r11．、18．0（〕04劫

第3会場■お倉ケ浜有料道路沿線（約2．500㎡．、6，〔．）0〔）脚

第4会場薗日向サンパーク入ロ南側　〔約2，000m「、　6．〔X｝（14」｝

　また、区長公民館長を通じて蕾を配布することにして

い圭す．家の周りにもひまわりを植えてみませんか

肪新時代 保守的考えからの脱却一

病2（日） 市制40周年・JC宮崎ブロック

協議会会員大会記念講演会

「Ma国漕♂出やひ↓，→，人」をスロー

ガンに、記念講演会を行います。

入場は無料です。多数のご参加を…

会場／日向市文化交流センター
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マ
ー
二

，
㌦
，
街
　
．
・
、
サ
ウ
ア
、
ナ
．
：
フ
、
．
い
．
ラ
コ

ア
．
で
力
日
岡
「
－
・
リ
ゾ
化
h
臼
、
「
地
’
～
均
’
ジ

η
で
二
．
正
へ
目
閣
凹
昌
一
．
r
ゴ
ハ
」
わ
皆
．
U
．
㌔
声
釣

・
つ
．
か
，
ッ
て
・
刀
中
「
、
日
叡
・
二
．
禾
州
力
劇
目

け
眠
力
申
由
一
い
に
数
多
’
・
申
…
紬
旺
、
へ
」
　
7
貫

雰
．
ぺ
べ
口
、
τ
俣
　
充
一
「
［
ハ
．
あ
ら

ゆ
叩
9
場
．
淑
川
鵡
、
棚
一
　
に
な
織
’
い
た
力

．
∬
ゐ
「
9
か
、
艶
、
一
二
＝
人
．
卜
評
ノ
・
は
’
パ
ホ
グ
．
．

（
」
レ
一
田
心
・
，
　
　
・
て
．
赴
に
．
口
讐
の
　
　
一
い
レ
ー

．
、
．
づ
監
は
大
㌔
．
、
、
も
力
で
、
私
ゐ
英

艦
力
り
．
下
尼
も
相
‘
ご
．
て
、
二
割

を
聞
き
レ
一
．
2
1
な
い
賢
か
三
度
も
あ
り

何
k
も
傑
り
．
返
一
二
、
も
ら
・
、
た
り
し

た
圭
た
自
分
自
身
こ
二
時
初
め
て
、

　
一
し
て
自
．
写
力
忘
見
を
身
振
り
r

振
り
．
・
表
現
し
た
　
そ
ん
な
ヒ
㌔
一
、

嫌
へ
3
唄
．
つ
ル
・
す
E
…
呪
切
甲
に
村
山
心
1
げ
て

く
ノ
る
や
レ
．
－
し
さ
に
触
．
2
！
る
ニ
レ
一
」

．
・
き
た
　
実
に
包
小
詮
η
が
あ
り
、
私

ウ
〆
匝
ゐ
．
鮎
貝
レ
一
一
二
、
」
げ
．
て
メ
・
ノ
．
、
．
れ

」
、
一
7
ノ
八
劫
’
つ
が
「
ノ
・
．
評
、
悔
－
た

　
ま
た
、
そ
力
家
族
の
御
・
E
へ
は
ド

・
／
へ
．
旧
、
さ
ん
は
7
、
コ
》
．
ト
ラ
ン

ド
ヘ
レ
一
民
」
吹
雪
に
み
て
ご
ノ
γ
ロ
ー
．
．
ハ

・
・
な
家
」
庭
・
あ
・
．
た
　
を
、
－
す
が
、
．
丘

へ
に
．
尺
は
ド
島
民
で
ら
る
す
ー
ス

ト
．
．
フ
ー
ー
ア
な
・
り
で
は
の
こ
し
　
、
あ
る

こ
の
よ
う
に
．
家
族
と
賦
し
く
な
る

こ
レ
一
に
L
δ
そ
力
国
力
朔
風
や
－
口
慣

．
を
左
与
子
山
繭
」
一
が
で
㍉
；
つ
力
で
’
ゐ

「
つ　

．
肥
来
二
．
刀
地
は
原
住
民
ア
ボ
リ
・

二
・
．
力
旧
小
始
的
へ
写
た
満
て
，
．
ハ
「
7

多
・
ゐ
レ
ト
う
人
「
斜
レ
・
へ
世
記
留
俊
由
「
、
独
h
耽

戚
〃
昇
”
　
拍
」
1
1
依
に
新
た
陸
ア
〆
リ

カ
．
か
ら
力
撤
恨
7
ぞ
一
余
儀
な
く
さ
れ
た

徳
、
国
　
山
州
弓
ゐ
歴
史
に
L
人
き
な
亦
又
貌

を
傷
え
た
　
鯵
、
日
ゴ
・
力
犯
…
瀦
者
却
　
ア

メ
リ
カ
へ
　
一
コ
口
ム
め
な
く
声
、
た
代

．
わ
り
に
、
一
耕
ー
フ
＼
発
目
山
一
「
．
」
オ
：
ス

ト
ラ
リ
ア
大
陸
を
流
刑
植
民
地
、
つ

ま
り
．
．
．
．
目
晶
肌
は
亜
匿
い
ワ
．
囚
へ
・
「
　
み

り
場
・
「
二
．
、
活
旧
」
た
の
で
あ
る

争
で
も
そ
の
製
実
は
二
野
さ
れ
た
占

び
た
大
岡
務
所
力
存
在
か
ら
う
か
が

え
る
こ
れ
」
我
？
」
．
般
に
瞑
栢
す

広報bゆ6が

　
市
で
は
、
昨
年
「
ひ
ま
わ
り
基
金
」
の
育
成
事
業
で
、
小
・
中
・

高
校
生
を
国
内
、
海
外
に
派
遣
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
研
修
団
の

「
感
想
文
集
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

．τ〕

ま
わ
り
基
金
事
業
派
遣
研
修
団
の
感
想
交
配
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
歴
史
の
始
ま
り
で

ち
る

　
そ
の
隊
史
は
、
ま
ず
住
み
美
い
街

づ
く
り
が
ら
着
f
す
る
．
特
定
の
指

丁
黒
白
の
も
レ
一
で
囚
尺
q
遅
の
労
働
ね
が

提
砒
窒
竜
7
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
．
国

、
つ
津
＼
り
一
」
知
日
に
L
糸
晴
ら
一
f
い
の

で
ら
る
　
ず
い
ぶ
ん
皆
の
活
で
あ
る

か
ら
全
て
尺
力
な
み
で
、
か
な
り
の

苫
労
を
強
い
ら
れ
た
は
す
で
あ
る
．

し
か
し
そ
の
告
し
み
に
決
し
’
、
、
杷
罰

す
る
質
な
く
、
そ
刀
レ
＝
一
う
か
　
自

．
分
圧
回
国
キ
一
：
：
：
　
レ
一
い
・
，
　
．
識
ル
τ

・
野
生
・
え
さ
せ
、
ム
目
ん
で
い
’
、
た
の
だ

．
．
百
↑
中
へ
小
り
た
へ
．
た
へ
一
で
も
そ
の
名

残
は
尺
・
き
る
こ
レ
一
な
く
、
過
剰
な
フ

レ
ン
ド
シ
ソ
フ
レ
ー
L
’
、
体
で
成
心
し
る

る
と
い
え
よ
う
　
決
鴫
の
．
ン
ド
ニ
ー

を
見
る
レ
一
．
目
瞭
然
で
あ
る
’
2
、
空

の
L
日
、
海
の
－
目
、
左
－
々
の
緑
．
ツ
て
し

て
赤
レ
ン
ヴ
の
赤
．
こ
の
彦
、
緑
、

赤
の
対
昭
か
非
常
に
鮮
や
か
に
映
え

る
の
で
あ
る
．
ま
た
、
前
庭
の
世
力

h
目
同
さ
の
制
限
は
、
…
早
に
庭
を
レ
外
く
見

せ
る
八
．
・
あ
る
が
、
見
せ
る
か
ら
に

は
迄
一
’
く
せ
ね
ば
な
・
．
り
な
い
．
庭
の

f
・
ぺ
れ
は
・
呂
州
覗
、
も
．
般
に
各
家
庭

の
・
．
E
へ
の
役
剖
で
あ
る
　
も
ち
ろ
ん

自
宅
か
ら
近
所
の
家
の
庭
も
見
え
る

と
す
る
と
、
　
睨
っ
て
庭
の
庭
を
L
局
め

よ
う
と
す
る
　
こ
う
し
て
街
人
i
体
が

通
行
尺
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
な

庭
一
「
／
．
、
新
鮮
な
’
つ
カ
レ
ー
な
ヂ
、
ザ
、
い
ノ
＼

の
で
あ
る

私
の
オ
r
ス
ト
ラ
リ
ア
趨
乱
淫

　　

@　

@　

@
．
．
、
揖
碕
高
等
単
校
鑑
年
一
遠
　
藤
じ
博

こ
，
二
が
で
き
る

　
圭
た
、
シ
ド
ニ
ー
．
・
は
次
ハ
よ
う

な
料
項
ま
’
、
・
法
律
㌃
奨
励
評
、
・
れ
て
い

る
1
家
を
建
賦
す
る
際
、
そ
力
禾
材
は

　
氷
レ
ン
ガ
を
ト
史
目
教
る
こ
ヒ

2
戸
執
の
前
方
の
町
は
、
前
畦
か
見
え

　
る
程
度
低
く
す
る
こ
ヒ

3
此
一
物
は
決
し
て
前
庭
に
．
ト
さ
な

　
、
ニ
レ
一

い
す
．
れ
に
し
ガ
、
も
日
乍
で
は
あ
り
得

ぬ
ほ
ど
脚
部
に
通
ト
ニ
・
い
る
　
し
か

し
．
こ
れ
に
も
理
由
が
あ
る
　
簡
単

に
説
明
す
る
レ
一
、
ま
ず
赤
レ
ン
ガ
に

つ
い
て
は
、
現
孔
の
シ
ド
ニ
ー
の
街

．
つ
ー
リ
カ
モ
ゾ
．
ト
ー
に
一
つ
い
て
い

　　

@　

@　

@　

@　

@．

ｳ
．

　
以
ヒ
エ
ベ
　
、
き
た
よ
う
に
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
三
つ
く
り
に
悼
．
ム
術
的

に
吐
r
，
’
、
い
る
だ
け
で
な
く
、
皆
で

創
…
り
ト
け
ば
、
い
く
の
が
街
」
、
と
い

う
観
念
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
ま
た
、

庭
の
r
・
へ
れ
力
　
↑
行
き
届
き
を
｛
斧
赦

な
く
指
摘
さ
れ
る
ほ
ヒ
発
．
．
口
」
は
、

き
り
し
て
い
る
　
日
本
は
占
来
か
ら
、

率
直
な
　
見
を
僻
一
げ
、
典
の
」
味
を

，
仙
．
目
ざ
せ
る
．
．
．
回
田
を
雅
し
一
し
て
き
た

か
、
そ
の
日
本
と
は
．
止
展
対
で
あ
る
．

．
両
者
と
も
、
各
㌘
力
迄
化
を
守
り
抜

い
’
、
い
る
こ
と
は
大
い
に
賞
賛
す
べ

き
こ
レ
一
」
レ
一
田
心
う
　
し
か
し
海
外
．
．
へ

．
歩
出
る
レ
一
「
保
｛
士
嘉
日
水
■
が
い

か
に
保
守
的
か
痛
感
す
る
．
保
守
的

こ
そ
が
へ
」
の
…
早
．
民
族
旧
μ
氷
日
本
を

構
成
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が

何
か
「
後
ろ
め
た
い
固
さ
」
が
心
に

漂
「
ノ
て
い
る
．
．

　
あ
れ
こ
れ
考
え
た
末
、
私
は
「
敬

噸
の
存
在
」
を
第
．
要
因
と
す
る
．

別
に
「
敬
請
の
仔
在
」
を
否
定
す
る

わ
け
で
は
な
い
．
、
日
U
し
し
の
尺
レ
　
王
旧
す
．

場
へ
目
、
日
叡
五
…
で
は
．
、
ほ
菓
と
態
度
の

．
．
占
…
一
．
．
↑
切
田
血
忌
せ
ね
ば
な
・
り
へ
傷
い
　
ー
ン

か
し
英
五
…
で
は
、
．
四
二
は
櫨
日
段
の
活

し
．
．
．
．
口
葉
で
吋
能
で
あ
る
か
ら
、
た
だ

．
つ
態
度
た
け
に
．
合
し
す
れ
ば
よ
い

の
で
あ
る
．
そ
の
た
め
目
上
の
人
と

の
㌣
か
．
枚
薄
い
、
と
感
じ
た
．
．
前

1
「
「
た
「
後
ろ
め
た
い
閥
口
彗
こ
レ
　
貼
一

日
本
と
海
外
の
隔
た
り
だ
．
・
．
た
の
乱

あ
る
．
、
実
際
訪
問
し
た
ゴ
ー
ラ
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
で
は
先
生
と
生
徒
が
同
」

目
の
占
回
ざ
㌔
で
ヘ
ム
活
券
二
軸
わ
一
）
て
い
ハ
」

ま
た
、
他
人
へ
の
対
応
が
さ
っ
ぱ
り

と
し
て
清
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
．
．

　
私
の
見
た
所
で
は
、
我
々
の
年
代
、

中
」
崎
生
辺
り
の
’
弓
齢
が
体
格
旧
的
に
も

精
袖
U
田
に
も
差
が
熱
し
い
よ
う
だ
っ

た
．
特
に
精
神
的
な
差
は
よ
く
乱
誠

垢
、
き
た
　
そ
ん
な
中
で
私
は
、
海
外

派
遣
最
－
入
の
目
的
で
あ
る
、
1
1
本
の

庭
点
を
惜
介
す
る
レ
＝
一
う
か
、
か
え
「
．

　
、
自
ら
の
粘
…
神
的
幼
さ
を
ま
ざ
ま
ざ

レ
一
披
露
し
て
は
い
な
い
か
、
と
え
糸
張

レ
一
不
安
の
絡
ま
っ
た
心
境
で
あ
っ
た
．
．

人
．
へ
の
独
疏
が
、
日
本
よ
り
遙
か

に
目
「
い
の
で
あ
る
、
私
の
目
に
映
っ

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
笈
に
大
左
も

．
r
供
も
平
等
で
自
由
の
多
い
国
乱
あ
っ

4
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．
水
田
　
秋
．
，
　
．
．
レ
＝
一
一
り
は
、
早

る
旧
末
日
　
層
摘
r
云
　
レ
一
．
，
、
・
つ
一
へ
　
」
一
め

た
レ
一
伝
・
几
・
リ
ノ
’
孔
ド
‡
，
す
．

　
へ
「
．
、
叫
弘
也
．
．
亀
ハ
ロ
聡
ム
号
．
ム
　
牧
・
い
レ
一

か
，
ヂ
、
て
、
　
」
一
夏
に
口
窄
セ
れ
・
り
ひ
レ
，

’、

ｵ
一
こ
κ
疑
‘
．
ト
リ
・
㌣
各
再
”
／

ヘ
ン
L
．

零
盛
り
一
け
て
い
圭
す
」
、
L
．
討
つ
は
、

二
、
「
」
．
げ
（
．
」
財
μ
踊
・
　
ノ
’
．
い
ワ
リ
ρ
叫
．
博

凶
未
∴
ひ
　
　
≧
こ
拓
リ
で
は
あ
り

↓
よ
せ
ん
　
ウ
て
の
恥
、
ッ
て
の
…
妨
の
．
ザ
囲

気
に
合
わ
せ
ば
、
ア
ド
リ
ブ
さ
れ
た
状

∬
ひ
よ
・
、
と
こ
踊
り
ノ
隔
て
す

　
保
存
昼
’
伝
．
外
し
て
い
る
ひ
よ
’
ノ

レ
三
園
リ
は
「
も
と
お
レ
ー
リ
」
と
も

旺
↓
？
れ
　
、
い
る
も
の
で
、
　
　
般
に
踊

ら
れ
て
い
る
も
の
よ
リ
ゴ
動
き
か
難

－
．
ヲ
・
、
7
、
ロ
　
マ
ン
・
亭
で
、
二
≠
』

　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ト
　

－

～
㍉
、
．
　
’
，
　
弼
「
叡
へ
写
出
り
㌃

多
分
．
そ
う
仇
単
に
汁
習
得
す
．
る
こ

・
ド
一
　
・
ぎ
～
一
と
思
ノ
ア
ま
す

　
二
・
た
レ
一
例
力
調
．
r
　
由
力
」
，
直
や
’
”

　
口
は
．
ひ
レ
争
　
レ
＝
一
踊
リ
に
偏
尺
か

甘
写
．
．
一
も
み
｛
．
・
す
か
、
　
ニ
ノ
は
こ
う

r
」
　
へ
器
亭
一
使
う
レ
＝
一
う
に
ひ
』
小
．
・
．

・
．
＝
一
鴬
り
の
ミ
ソ
か
も
つ
の
で
す

．
石
、
調
．
》
・
2
．
．
．
口
う
と
、
こ
．
赴
ら
の
恥
器

を
使
’
．
ぜ
、
拍
．
r
を
と
り
、
キ
ツ
ネ
や

才
カ
メ
、
そ
れ
に
ヒ
∋
、
ト
コ
が
そ

ゴ
κ
、
2
1
”
役
割
を
も
っ
て
踊
乃
の
は

庸
政
時
代
力
濠
戸
ガ
ム
些
付
ー
レ
た
甲
袖
口

楽
の
ロ
纏
n
な
の
で
す
．
工
．
戸
の
里
神

楽
は
．
．
　
↑
．
．
番
を
数
え
る
堅
苫
し
い

神
ヘ
ハ
へ
口
沫
門
に
，
　
ち
よ
・
．
レ
　
自
」
兄
渥
－

距
丁
す
る
た
め
に
」
江
．
り
の
ぼ
「
民
か
薪
、
え

出
」
た
7
9
・
ど
き
物
　
と
．
口
．
わ
れ
る

』
匡
な
踊
り
を
数
値
珈
え
ノ
、
い
る
と

ニ
ノ
．
に
特
徴
か
あ
り
、
現
＾
て
も
関

豪
地
与
に
は
里
神
乍
の
系
，
兀
に
属
す

る
踊
り
う
た
く
さ
ん
残
’
、
　
、
い
ま
す

永
田
も
そ
”
．
例
と
．
育
え
ま
す
∂
、

そ
，
て
は
橘
さ
ん
は
、
い
へ
．
た
い
ど

う
．
い
う
理
・
田
か
ら
レ
一
こ
の
堅
袖
無
弔
を

参
臥
つ
に
し
て
・
水
田
の
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
を
創
作
し
た
の
で
し
ょ
う
か
．

そ
の
漣
解
き
は
南
ψ
門
家
に
任
せ
る
以

外
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
も
奥

の
深
い
こ
の
郷
L
陣
．
ム
能
を
も
う
　
度

見
直
し
て
み
る
必
、
要
が
あ
り
ま
す
．
．
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☆みなさんの身近な話題、ホットなニュースを係までお寄せください。
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▲世界第3位
　5月1日力、ら3日までf．葉ri∫σ）藻垂彊≧メ・ソ

セで開かれた1地球マスターズ卓球た会1

に本県代麦として出場した新生町、甲斐正
教さん165歳：1、花ケ巨＝、林田匡1男さん〔75

歳1は、120歳ダブルスで見事3位に入賞、

8日．　憾柿長に喜二ぴの報告をしました，

滞、

　　　《満願成就、長寿の杖100本
　　　　」ド岩曙の黒イこr．浬！1隠ん　iq・．、　は
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　　　なさんの没に・㌔：ては．と市に寄贈を申
＼　　　し出、　．↓弓191｛和山野1｛之が黒木さん宅

　　　を訪n忙を．受けlr（Uました

☆広報ひゆうがに載った写真をさしあげま瓠前もって係までお電話を！

献血‘δ心の贈06の

　　　6月のスケジュール

4日㈹宮　崎　交　通10：00～11：30

　　　秋田木材四；00～15：00
　　　　（日向東RC招力1

7日囲市役所10：00～15：00
　　　　（ライオンズクラブ成分献血）
12日㈱　宮崎県総合庁害10；oo～11＝30

　　　マルイチ財光寺店13コ0～15；00

26日㈱市　役　所m：oo～16：00
　　　　〔日向青年会職所協力）

　　　市役所m；oo～15：00
　　　（成　分　献　血）
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　保健婦って何をする人？

○ママになる日を心待ちにして
　いる妊婦さんに一・…

○育児に悪戦苦闘中のパパ、マ
　マに・……・
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と
足
に
『
章
弁
・
を
も
・
、

’
、
い
る
　
そ
し
一
、
、
部
落
差
別
を
北
1
1

涯
貝
r
ノ
て
生
毛
、
て
毛
λ
．
．
」

　
彼
女
は
義
務
教
ム
ー
1
の
小
学
校
で
す

「
身
元
調
査
」

を
考
え
る

　
人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ
②

一
お
母
さ
ん
は
．
わ
か
ら
ん
」
レ
ニ
．
．
．
目
．
・
’

た
と
こ
ろ
、
隆
君
は
「
こ
ん
な
も
ん

も
わ
か
ら
ん
と
ね
．
一
と
部
屋
中
転
げ

ま
わ
っ
げ
．
、
㌦
泣
い
た
レ
一
い
・
フ
．
．

　
良
f
さ
ん
は
そ
の
時
、
ボ
ロ
ボ
ロ

涙
を
流
し
な
が
ら
、
　
「
お
母
さ
ん
は

ね
、
学
佼
を
．
日
も
出
と
ら
ん
か
ら

ん
」
然
ウ
r
が
溝
眺
め
ん
と
よ
　
た
し
算
や

ら
ひ
き
算
な
ら
少
し
は
わ
か
う
ち
、
［
、

け
ど
ね
　
と
隆
君
に
打
ち
明
け
た

　
彼
女
は
、
幼
い
う
ち
か
ら
ず
ヂ
、
ヒ

　
だ
が
、
功
い
う
ち
か
ら
そ
ん
な
重

労
働
を
杜
靴
け
た
た
め
、
彼
女
の
身
り
体

は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
う
て
し
ま
r
．
た
．
、

部
陣
洛
差
別
は
、
教
ム
目
や
之
ル
r
だ
け
で

な
く
、
健
康
さ
え
も
奪
っ
て
し
ま
う
．

　
二
十
三
歳
で
結
婚
し
た
彼
女
は
．

や
が
ノ
、
鞘
管
を
産
ん
だ
　
」
、
・
も
、
彼

も
彼
女
と
同
じ
「
．
障
害
．
コ
を
も
・
、
て

生
ま
れ
謬
、
き
た
　

そ
ん
な
友
と
．
k
男

と
を
、
左
は
決
」
て
白
分
力
親
た
ち

に
へ
振
わ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
ヂ
、
た
．

　
あ
る
時
、
彼
女
は
、
し
た
の
父
が
入

院
し
て
い
る
と
聞
き
、
夫
に
黙
う
て
、

圭
だ
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
隆
君
を
叱
U
ト

に
お
ふ
・
、
て
児
鞭
い
に
「
打
つ
親
．
．
㌧

　
看
護
婦
に
案
内
さ
れ
一
、
病
室
に
行

っ
た
が
、
そ
こ
、
は
大
部
屋
　
病
室
の

山
閉
の
名
主
の
ん
r
が
読
め
な
か
評
．
た
の

で
、
ど
の
尺
が
お
義
父
さ
ん
な
め
か

わ
か
ら
な
か
’
、
た
　

7
艮
．
r
で
す
け

ど
…
」
と
名
乗
・
．
た
時
、
お
義
父
さ

～
ん
の
付
キ
、
≠
誹
い
本
「
げ
て
い
た
髭
へ
の
お

姉
さ
ん
が
す
ぐ
に
駆
け
寄
・
、
て
未
て

隆
4
7
を
抱
き
か
か
え
、
「
ご
め
ん
ね
、

ご
め
ん
ね
　
何
も
」
て
や
れ
ん
で
…
．

し
三
絃
き
く
ず
れ
た
レ
一
い
う
．
鞘
君
が

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
ヘ
ム
え
た
の
は
ワ
て
の

．
度
つ
き
り
　
そ
の
一
…
．
．
度
．
円
も
幼

か
’
．
た
彼
の
記
憶
に
は
な
い

　
・
艮
．
r
さ
ん
は
そ
の
後
離
婚
し
、
へ
一

は
隆
君
と
の
．
．
べ
岸
祥
ら
し
母
と
．
r
、

と
も
に
．
．
．
障
害
」
を
も
ち
．
部
落
差

別
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
る
で
も
、

彼
女
に
は
全
く
塙
さ
は
見
え
な
け

　
彼
女
は
．
教
ム
目
集
ム
ム
所
で
の
識
摩
r

学
級
で
学
ん
で
、
よ
う
や
く
ひ
・
り
が

な
」
読
め
る
よ
う
に
な
ド
、
た

　
へ
r
ま
で
文
ル
r
を
奪
わ
れ
、
晦
か
’
、

た
目
の
臨
剛
が
、
ヶ
へ
ん
r
キ
一
奪
い
涙
「
す
こ

と
に
よ
「
．
て
、
だ
ん
だ
ん
と
男
る
く

な
’
ノ
て
き
た
．
．
そ
し
ば
、
、
そ
ん
な
学

習
を
亜
ね
る
な
か
で
、
自
分
か
ら
芝

岸
r
ウ
　
奄
Ψ
っ
ぜ
、
い
’
．
た
差
別
レ
一
い
・
，
’
し

の
を
き
ち
ん
レ
一
見
す
え
る
こ
レ
一
が
で

き
る
よ
う
に
な
，
た
．

　
ま
た
、
な
に
よ
り
も
、
彼
女
の
．

左
息
．
r
で
あ
る
冷
上
が
、
そ
ん
な
彼

女
を
見
て
育
つ
な
か
で
、
非
常
に
強

く
、
ワ
て
一
’
て
、
憂
一
げ
く
な
っ
た

　
折
り
紙
の
好
き
な
5
1
わ
母
さ
ん
の
た

め
に
と
、
何
軒
も
乍
屋
を
回
・
、
て
、

ひ
ら
が
な
ば
か
り
で
k
目
か
れ
た
折
り

罐祇

ﾍ
本
芦
品
貝
い
求
め
、
フ
レ
ゼ
ン
」
－

し
た
隆
君
　
母
親
の
愛
情
を
腹
い
’
、

は
い
食
．
・
．
一
、
云
1
1
う
た
彼
は
「
．
こ
れ
か

・
．
り
は
、
お
旺
》
さ
ん
を
融
け
な
が
ら
生

き
’
、
い
く
」
と
決
意
し
｛
、
い
る

　
（
、
ピ
」
、
そ
ん
な
ふ
う
に
．
生
縣
｝
へ
叩

生
き
ぬ
い
て
い
る
彼
女
た
ち
に
対
し

争
な
お
｛
書
室
な
く
き
び
し
い
培
別
が

浴
び
せ
ら
れ
る
．

　
一
．
．
家
は
．
ね
、
そ
り
や
す
つ
レ
一
貧
乏

し
て
き
た
よ
で
も
ね
、
人
様
の
梅

に
f
み
ゼ
つ
け
た
こ
レ
一
は
　
た
だ
の
い

っ
へ
ん
も
ね
え
よ
．
な
ん
で
私
ビ
ん

が
そ
ん
げ
な
こ
つ
．
．
．
．
口
．
わ
れ
ん
と
い
か

ん
ヒ
ね
」
．

　
身
体
を
震
わ
せ
、
怒
り
を
精
．
杯

抑
え
か
が
ら
問
い
か
け
る
彼
女
に
、

私
た
＋
り
は
、
い
ヂ
、
た
い
レ
＝
り
残
り
几
た

ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
．

　
　
【
気
中
の
尺
物
は
仮
名
で
す
｝

r

8



広報trゆδが

市民のボス門「

羊　　　孟‘　　　顎「τ｝

　　　F　7す『　　　　　P

耳　一炉・・ψ　6

5ピ石　㌔

日
向

6
月
1
日
出
～
9
日
㈲
／
ア
ス
テ
ィ
日
向
寿
屋
3
F
ホ
ー
ル

11

い亡だく目利こ

　
・
巾
遠
　
・
巾
政
二
対
ポ
る
み
な
冠

ん
の
　
一
」
見
　

一
要
望
点
一
伺
り
た

め
　
二
半
の
ド
†
ス
ト
を
月
舎
玄

関
L
備
え
付
け
’
、
い
ま
す
　
せ
ひ

一
川
口
田
口
ノ
＼
た
弐
、
い

　　　日　＝　　　　、　「　士　＿
6零率率亨婆寧

　　　2　　3　→　5　己　一　一

　　　9　　．　’　こ　ご　→　．

　　　16　 凋つ @ 月ε　　D　 2　　〔　　二〆

　　　％き■・・7：一：・

　　　　　　　　　　　ワ

融蕪儀・
　IL｝　’1活摂切rl・l　I　ll　訓L岳1翰

ノ唱臣諸L・も・功ちりまポ　ニ
L　詞ヒ櫓わ之し止’1㌔旧、1戦Fi蛋り1勉d

flノ♪2「＝u な　 ナ＿め　　 七ま旨圭な10E］

趣う指摘ざフr　　圭r

　何ピ一重　機械や恥ロ1‘て’別、札再ヒ

㌃るもノズよなく　微生物の働き　よ

リ’ノ川幅珂ヒしご《装［r・∬言　’＼問

　レ、て力健「｝紺理レ同L拍　　、1卜

化槽〆　　ご加制物力働キへ・オ　土，、

境／↑り　　嫉ノり↓適llな財㌔伊1鑑つ

ピ要てケ

　Il卜化槽　重　1イレー　、一・・U

外の・氏堆用し気　役ゆや胴筋・キrl

r光剤等機能を妨テる物よ砒七な　　屯

源ま祀田切・な　　なレ1軋干・1　刑

しく1顧　　仔1｝1檸　ノL橋’爵ピ㌃
乏・ナて・1亙11　　機Hヒ卸諸プ　　　1∫III　，　争　’ノy

な　よ1－L圭Lよ1
　〈わしくよ」11健「｝ミ1噛理果　智i’J1呆21

59　　＼

　　やめてください
●

　　　　線路内への立ち入り、置石

　1鴇各内））・ちへり　il’・イ直・動

串　トる列iilノ）1、1｝うII・ち士1

言2肥人隻危1ずなfl／ジ　特　、、’If卜

lp人卜IEit　つなうります

　1成21度＿iR人つプ支「n（内，允

1ノ．・1臼ノ）♪ちllli内ll臼溜力中

倶　li　1Lよ8flヒL・㌔1盛＿多発しザ　ま、

と　　　 lil・・1」h～lll］llll・i1“＿ナア4臼し

たに7　ま教　時閲吊ま　｝　11刀

熱噸1
　国「ナJr凶　〕デトIlレqイ，亭招

勺7目2田つ　2ト日　うナ

リ甲のμゐ　丈1
レ刀ま1

　＿「）々1い　国「21／凶

　2り名言、ド之　’日1・Ill∫岳♂侍

中∫i　5口掛仏　　レカL

・　柑々王甲解さ表あ

「しア㍉る1、材り食成キfU

　∫つ一一1るピノう’1

　こ力ρIL　女　おTI」　’

うピ蔑　なり業㌃

ひむかの里のふれあい交流

　王催◆宮崎県日向市／き誓日向青年会議所

　　と　き◆7月24日「7kカ’b28日旧

　　ところ◆王会場／中央公民館大王合中学枝

講行事のポノンノィノ通訳のポフンアィアを募ります”

　　イ

，㌦し．

う日Ili　lド㌦撫

　外「甲、口、

　　　Il∫「リ

　　　　ナ　　　丸月し　臼
［｝「際｛L時／i、　U

　　　レ’目［U

　　　翼　－　　’　　　9　ノ　　＿

’｝伎う／ノノ戸）問う多く　1、1封11｝

〕　九ポ戸1巴iノりプま昌　　な」　　卜

目P卜・り中輪を：裸路」勺・投十ベノげ趣

旨なも力もちりま一片

　う坊．りな　rl↑し　由11力な全1酌

rしかfる㌔あ　　1、　ししくお噸　　一

まr

1　切懸つ1泉正6臼rLア「世んア　ろカセ

　購うナた，　女全尋．場rlい移動1勺

　よhl〕1る

2　齢し婦冠坊レ　なる1、　／　・特

　．つり竿キづつ　ア1呆路㌔14　な

　　斗イ泉　　重2／Jひレト　〕」」「iFLrし

3　連日ll代ノ）1キ、　み

4　？1］申，全1「、財こ　、1トさるレよ1艮

　ポ　通韻るもみしもる乃“　1「「渦

　「勺　ちる踏UJ　よ　才1　ほ一，ろ

　●免許更新の受付時間が変わります

　［［rl・1り鋒ハτ晩1史戸1反f川間ノ

7弓う巧’日キri（尺　4’［rlr［D’臼川

9時う　、川rBけノ∫圭ア　生わり圭1

　’1儀虹と灯jrま尋ん

乏f蹟格■1凸」3口昭・［11気II任1毛k初

　　　　［［rll畑Fr者も「・11　　〕う’

　　　　・坦　列1昌】り1↓1く1蛛う1［IIl

　　　　　l一～1力7ド　目1」同

　　　　史着1閏睡レ1版　餅・∬ぐノ）優

　　　　艮，圭1・名アち　’う’

ピ城な物■1’ノ目1枚　bう目⊥ノ内

　　　　1メkμノ．も∫ド　ノと　氏名

　　　　ソk1／口川争己へ　　2f

　　　　放料25〔｝り円　　，イ・P　氏名

　　　　」㌘・　’う’ノ〕7・’1氏1｝

　一し「　・争お唄　弍る1なrりげ
よ　ノト［ll「、　1∫】lI〔ロノ　1耐　　11］

「，レ中エレ　　欧1　　．　　　臼・・

タるオめゐ　諸ll伽やおtl括　遡1、一

／口・な・3

　私にはこんなことができます「r

目♪ @ま甘．、お1臼目　，まポ

　・訓㌧め㌔り±b月未1ド古

　ボランティアの申し込みとお尋ね先
　日1・lh鴇会議11ir【容51－51h2】

　li　I［りIbチ．1善甲【管1勺丁壌2222】

　　　　　　甘　　ノト

知　　　Lレ　　　勉｝1　　・　　　　川
1臼　　↓　・　」1聾　封　　へ新，重晒r

　孔愚婦’り　　　　　　・」L「　i一
昨　一　　　　り

延岡削セlD割書　　扁88弓正岡rb乍」路，・・

同1闘日■b馬丁旧月日い一b駅心けし伽8引〔川
与　　卜眉rlユけ、　氏昼t

　　　　　1免団
×ア、る’　卜川巧m分ま　　お　　r、
♪　　　v

　　がけ地近接危険住宅
　●
　　の移転に補助します
　一h11吸よ　　←地，・用1タ冒1レ

マア吸へ地1・リ　匙り　臼1㌧　｝
r1㌃　巳ほ’臣ますゼしフ1り許〕ろ［くi配肖

里　　　る・↓1虚し型な争な場　　じ

1券rL1卸る㌔、　［1［レ地1ノ．・ll　1∫国、

」「d者　［」・凶σ，1iII】f　♪いる

・臼1μ†1ド　世甘る’1し　蒔べμ’

二　　｝い勺一吊　対しザ・lll　1∫／eへ

「Dつノ　，　1

　　ノ㌧、よrl」’止乏ll「歪到勺丁展ム↓ト　・

　●松くい虫薬剤防除にご協力を

　乍IIノ叶flゐ多、再　雌11星［［

拍肩幅・r看「健臼刻｛㌧鍵田な1之

仁［1か果才し一　ま髭

　虹1　＿刀・㍉弔な11つ　1、　中

　より被1を三ド　・ま紅

　1（　虫輯rll垢1けま　～ノノ・

ノフカ　蜘1尉力小枝亡fい　イO
Ijr∫　牙ヤ1」キ散布＿一1ろ旨鈷る臼ト〒ヨ

Il（でD日｝叫］よb月1　りうりlll」IJり1｝i卜月F

二！，IU∫「ほ1　11　21111　」llrl｝’（でP　＿圭才

レ輩豆田ニース・得事は市騨テレ†2層一ノ7舜52－2⑪1⑳nβ・

　　　　　　　　　●市役所の代表電話番号は52－2111番です

　●二つの調査にご協力を

　7111［1現rl’　1成）1事業所統

計調査’之ひ商業統計調査う斜ilF

ザ　　メ」『ノぼギ　＿力　つノ調詩鳶

よ　丸rll　l　却つ　 ごflわ刀る［】【りi「

哉なη、，｝調’ド㌃

　財μ｝「1・LI，1、」剛柔　｝．羊1・1汲ひ企’

カ∫目　fd渚1円しなレ乃｝14・［川己

亡　明）う　重るこヒを同日∫r＿　　ま

言　酌メ1っL。口岬弄力目1】Jよ　わう国力

「臼二七硬，1」1、励！）メ、態やり♪布「掃己1・臼

川； Pノ♪全IllrUな　IL」曲ik1兄を才巴耳，ポる＿レ

＝紅　調臨㌔果よ　国ヤf也ノ」二・u、1順、

　お　てζ圭卸まなμ1［lh【ヤ施策を　全

｝る際　　占頂なμ、礎財ほし“押目

七フしまr　b旧11J　J踏帥、1｝1’I

l｝ノ）、，己ヘキお1りll」一　各回～航り1門

＿まオノ）て　 ＿協わく’七

　　事前に届け出を
　●
　　　入院一部負担金の減額制度
　乞1、［夙Fバ渚うへ，」！レ㌔ノ）

、1】項翔↑よ　ll口1〕〔［［肚な　一　圭

9・耐G兄・つう　“　な　閏1口｝

lll税t｝賂、　属1る」’ア　と11、1日副

｝↑宕’名ノ賜rけ　1［B〔｝叫［ド2う

力闘た＋娼「えよよL　減各［1認，L　ゐ

1川μ之」ちりま圭　’♪＿　1卜月・」　㌧lrア

呂う巳岐「つ　一1L’

　現r［　一うIIII「気キえf　　るノ’し

訓Bl日㌦げ，L明限うUJアー・ド

b弓III　rl∫健1｝ミ1罰1斗1」由ナ出　r

㍉ζ・キ圭↓一“1》り

　圭’　乞1、レ1亡岐子諸う｝1111いに

臼　　　な　「目［，し　べ1，しし“　li㌔ド

　看・芝ノ、零つ｝♪場へ　とノ、1、r「重、，

召r州　〕引　［，∴」㌧リ類　　”

＿刷陵し1・馴　1由ナ、｝ドII」　トポ

4イなb　よなり炉r，し

　　わ．　よrll健klユ甲lll智内1墨21

55　　＼

　　高額療養費自己負担限度
　●
　　額が引き上げられました
　r」、唱」存」♂r用成しllllr艮rl乏・lb　5

111［1，1’F・1　」、　レおリノIU　・

　　レ　　　　　　ナ　卸　工

1　、アi川1り　1氏　IEI拓1δ困り　・

　1，虻｝　〔［｛［1i111　　　「【紀11rfl’者　〕、　 1）↑　〔」」［I

」　多目鮎　12月捌　1戸lll輪dr

　　UIIIU　I・〕場／・　）うlll】〔1円　1氏ト「

　　「止∫　拷 22　　 2〔レ〔，I II　　　　　　レ　）4　　
δ〔，〔jl

lj　　　　1上 、　　ト「

　　・冒呂2ロ川q

　　lt瑞ノ昌別弩、粗1・目　r］　月　，

　　1川⊥月　功㌧援数　’場r・

　　m側岬l／氏トrfll者21｛川円　・

　拘「置】悔

1　持しlノ、乙　「1［1ノ丈IIリ　ノ、1・二｝・1

　　！〔田川11→抄　［〆1菟

　く・・　1；’建弓こ1へ封凹1費内テ星215‘

　　●電波利用保護旬間
　　　　　　　6月1日～10日

　・　．　仕7・な　　1↓」な1肝1家残、

．，ゴ亡射均1ろ屯曳ま　他力趨l　l功

一1ノ〆摂　　屯しけノL　7〆鳶
みよ一め　田氏L穐　1轟及な1之11に果

’して　ま言　冊爆機土　免日’乏丁

こllLく佳　ましよ’

　1L、1なII旺1呆㌧を開、乏1ノ．｝1　1主用，

≠．リ為るレ眼しく「」せリノぽポ　z鳴し

なりリアrLl柵Fl劉戸11一嵐　圭，　1

　1L曳同さる一祖1；　1己・お門
　／鳶わ＋、’レ

　　　九州電気通信監理局
斎δh2　11ヒ4・b健｝川12｛，1↓　2

　　　容Dq6　〕bδ　hbh～

　　　　　　広報1♪ゆしうしが

　目1・1’取な1へ　伏Aへ　’よ　屑

員、り日千ド寸Jつ、り持、望・くf」

イ乏f｛「　）」二丁’　「， ♪　 「，　　 　怪1ノ，～己イrl　ζ　f」

；】　寸Jつ、リ　ト蹴味みちるっ㌔距

レな㌔アしお気隆　お　ごe七
ロ　ヨら　もすセ　　　　リ　　　　　　　　　　　　へ

　　渦・　顎熱益セ舷作、　、h　　　1

　　　　　㍉　　け
　　　　　篭養舶‘∫
　　轟“　　　　猶　　‘挿　　　陣」　　　　　　1　】
　　　　　　千　　7　　　n
　　　　　る韮菊9　1L　　の列　　　　硫　　へ挿　　　，竃伎　　　h6　　1‘

　　　　　陪　　1乍
　　　　　二一　　ウ　季L
　　」　　　　　　A　ズ換　　　貼り　　処鐸　　1置
1

　　　　　ド　　ヨバノぬロ　　ゆ　

　　川　　館撃㍗f．’僧．r、
　　　　遇び巧翰工πx†「∫眠→場
　　ρ月　　駒仔展ハ児叫’　　　　　　琶　’
監　　　葡rL民　融へ　11　　順怪　11一

　“

　
さ
て
お
乍
士
飲
も
た
皆
て
な
く

畝
ん
だ
後
の
苓
デ
ラ
し
わ
た
し
た
ち

の
一
活
’
没
“
ち
圭
一
　
峯
カ
ラ
女

H
目
力
り
　
鳳
…
辱
の
札
叩
き
掃
過
　
伎
わ

刀
こ
㍉
「
幸
⊃
1
｝
た
　

集
め
’
－
峯
カ
ラ
卓
一

杖
．
’
、
水
’
（
キ
レ
リ
　
M
ゆ
」
『
　
圭
い

’
、
ロ
ヘ
ナ
ナ
一
一
一
キ
3
レ
尋
　

こ
，

　
十
一

」
，
り
⇔
レ
　
　
†
コ
ー
1
つ
」
’
つ

ま
壮
ん

　
ま
た
　
嫌
な
　
お
い
を
と
る
脱
ロ
ノ

剤
と
一
二
、
♂
」
功
果
的
て
釘
　
い
↑
カ
ラ

を
　
つ
カ
み
　
フ
ラ
イ
ハ
／
て
“
け

な
い
も
度
」
よ
く
直
り
ま
ポ
　
㌧
つ

た
お
条
の
・
果
を
小
野
な
へ
を
…
閉
ナ
た

†
リ
袋
な
レ
こ
八
れ
て
冷
威
唖
や

食
存
棚
の
中
に
亡
い
げ
、
お
く
と
　
姫

な
．
お
の
力
泊
凡
ま
3
　
し
け
て
味

豊

う
語
’
，
「
一
げ
ま
’
．
た
お
鮎
↑
」
ノ
　
し
↑
カ

一
フ
レ
ー
1
円
－
冨
レ
｝
，
　

レ
L
手
あ
　
匿
円
一
い
し
ト

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　

メ
　
　
　
　
　
　
一

〕
　
塊
見
回
と
し
「
t
え
ま
重

土
な
　
集
め
㌔
争
ゐ
ラ
々
カ
う
か
う

く
ら
し
の
レ
ー
ダ
ー

ー
お
茶
の
葉
の
利
用

妙
つ
た
煙
で
”
脱
臭
“

7
i
二
、
　
’
記
陳
醗
ご
廿
て
ま
／
・
り

へ
刻
る
レ
　
　
！
h
か
う
力
代
わ
り

な
り
ま
」
，

　
角
ノ
L
呪
い
♪
一
．
佐
r
、
　
n
咀
や
識
…
』
凋

　
残
る
i
兄
し
　
お
　
　
も
　
お
乍

の
菓
、
．
山
官
田
て
ポ
　
ま
≠
伯
網
う

熱
、
〕
霜
、
　
　
調
力
1
　
お
茶
力
果

乙
　
つ
ま
み
客
レ
　
ニ
、
く
♪
一
七
」

　
お
　
土
な
く
な
り
ま
す

　
ま
’
　
伯
’
歩
レ
を
柱
理
し
し
．
伎

丁
　
唖
U
尺
ざ
力
残
　

〃
、
㌧
ツ
〇
二
並

む
　
お
令
ハ
蚊
力
僕
　

“
ち
ま
し
妻

番
目
て
し
1
和
国
て
毒
う
り
お
茶
力
朱

之
　
つ
う
な
　
フ
ラ
イ
、
／
　
べ
赴

　
　
　
　
て
“
う
し
ま
㌃
　
そ
カ
レ
ー

　
　
　
　
詮
　
出
る
博
　
丁
を
㌔
’

　
　
　
　
る
レ
　
唖
昊
い
一
お
」
力

甘
え
ま
づ

　
お
争
土
一
「
ナ
ツ
⇔
レ
　
　
味
’
」
入
日
り
’
ノ

ー
く
　
吝
ル
，
＝
L
業
」
圭
言
　
骨
峯

・
，
L
ナ
り
牡
．
、
し
ま
．
’
．
り
　
鍋

お
争
力
緊
を
へ
れ
ゆ
・
．
く
り
鍋
〃
同

し
な
つ
）
　
刀
火
て
軽
ド
く
ゆ
り
ま
さ

　
，
よ
一
’
｝
　
賦
乃
父
わ
　
た
　
柔
，

ゴ
争
　
う
ア
転
；
ら
カ
リ
↓
エ
レ
ー

－
　
　
　
」

一
呑
濯

　
　
ト

　
一
士
卜

叩
｝
よ

い
　
　
2

奪
　
　
’
　
　
　
〕

’
」
　
’
玉

　
　
　
8

へ
r
　
一

へ
汀
5
ー

カ
却
容

＼、
　
♪
一
　
し

／
p
5
，
〆

三
智
況
、
・

尺
　

丈

f

　
k
義

一
　
、
　
1

’
　
　
ノ
r

圭
偽
舛

　
丈
ゐ

　
，
一

局理
一
日

監
岨
N

言
口
2
1
ー

イ
　

く

通
剛
応

気
翌
樋

電
荊

　
　

一
　
b

　
ま
た
　
嫌
な
　
’
㌧
を
と
る
脱
レ

剤
と
し
て
♂
」
功
果
的
て
釘
　
茎
カ
ラ

を
　
つ
カ
み
　
フ
ラ
イ
ハ
／
て
“
け

な
い
も
度
」
よ
く
直
り
ま
ポ
　
㌧
つ

た
お
条
の
・
果
を
小
野
な
へ
を
…
閉
ナ
た

　
二
二
ヂ
カ
ダ
外
隠
児
ノ
翻
り
　
レ
　
，
一
一
　
’
、
J
J

あ
る
乃
う
日
本
重
て
ポ

　
さ
て
お
乍
士
飲
も
た
皆
て
な
く

畝
ん
だ
後
の
苓
デ
ラ
し
わ
た
し
た
ち

の
一
活
’
没
“
ち
圭
一
　
峯
カ
ラ
女
　
　
う
語
ち
．

H
目
力
り
　
溜
…
辱
の
L
門
き
掃
過
　
伎
わ
　
　

ラ
レ
一
同
L

刀
こ
㍉
「
幸
⊃
1
7
噌
　
集
め
た
峯
カ
ラ
卓
一
　
　
〕
　
」
況
り

杖
．
’
、
水
’
（
キ
レ
リ
　
M
ゆ
し
『
　
圭
い
　
　

主
な
　
糎
亙

て
掃
除
ナ
こ
ま
t
　
こ
－
　
　
く
ら
し
の
レ
L

」
乙
レ
・
†
・
・
つ
－
ち
　
　
　
　
一
お
軸

轟
ん
　
　
　
　
　
　
妙
つ

　
　
　
　
　
　
　
，
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
i
　
二
、

へ
刻
る
と

な
り
ま
」
，

　
角
ノ
焼

　
残
る
i

畿

£語

部
　ll

研ノ
歪1：章

舅ぞ
哩　子

レ↓　ま

・　し

10



●　’

噌　　　　　　　ア＝

人口と世帯．3’5’1．　内読贈

誓　　　A．　　　　　　　　　一．

τ♂●54－8181

　　　　　1口醒圖回■■■甑∴

tl｝＝帯　数　　19．287tl畳二・吊＝　　．一1．ll

＼
ノ

ー
ワ

タ

［1　　　58，146　ノ＼　　　　1■一13融きi

27．261尺

30．885　人

納税メモ（6月）

rh　県　民　税

ほけん
鰭
薦

一75：Ii

「．
U2；

q期1

一市税は納期内に納めましょう一

　　巡回交通事故相談
　と　き■6月｝3E】休110；30～14：8D

　ところ圏市中央公民館
秘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟

　　無料法律相談
　と　き■6月13日休）10：00～15：00

　ところ■中央公民館

　　　佐々木龍彦・成合一弘弁護士

現況届は6月中に

　　　　　　　　　　　　「）

　●乳幼児の健康診査

　　　　　　　　　　　　耶
　3か月聖
日　　月ぎ■6月14目、28日　　13：00－14：00

場　所■日向保健所　　〔麿52－5101）

対　象■平成3年3月生まれ

　7か月児
日　　日寺」6月21［．I　　　l3：00－14：00

｝易　　［i斤■iurll∫呆健［i斤　　　1廿52－51〔｝P

卸ナ　象■」F｝戊2f｝＝11月’1≡ま才L

　1歳曇

日　μ芋■6月4日　　 13：〔｝｛」～14：00

｝易　　［i斤■「｝∫上忌健1、｝証言∫里　　〔容1勺糸泉2156）

村　象■平成2年5月生まれ

　1歳6か月児
日　　巨き■6月11日　　　 13：00～14：00

場　所■市民健康管理　容内線2156）

　　　児童手当

広報’｢めが

と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す

　現在、児戯ア当を受けているかたは、

毎年6月置所得と養育の状況などを届

け出る「現況届」をすることになって

います

　届け出をしないと、3年6月分以降

の手当がもらえませんのでご注意を

　地区別の日稚は右の～このとおりです．

会場にはつぎのものをお忘れなく。工

印鑑　②加入している年金の記号番号

⑥日給者名義ク）碩金ll座番～，・〔；児喰

が就職、進学などで．他の市町．村へ転出

したときは、転出先の住民票　．争年、

他の市町村から田r中1∫に転入した勿・た

は．前住所地ての」ド成2年分の所得、ll

明書〔児車手当用）

　なお、6月支給分6．年2月から5

11分〕は、6月10日に受給者の預斜1

［艇に托、り」丞．みます一，

　くわしくは二二祉‘ド務所・1尾二二r・

係〔容内線2164｝へ．

目　時■児童手当現況届地区別日程表

対　象■平成中年11月生まれ

　3歳児
日　　日寺■6月7　日　　　　　王3：00～14：00

土易　　歳斤■．己f上モ健し琵塗窄理ポゴ．（倉1勺線2156）

．虻寸　象■H召和163年5月ノしまれ

　※時間はいずれも受付の時間で．す．

　　母f健康｝帳も忘れずに

親子映写会

①馬の田楽

②春を呼嚇瀬戸の小島
　郎．張工・．

王催■市中央公民館・日向入郷ライブラリー

と　き■6月19日凶19＝00～

ところ■市中央公民館（視聴覚室）

●6月の休日在宅競
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七．1

　　　　子局　雪　容
動一路少年ホーム

七　ヨ、＝堪～しなかったへ’幽

2日■」司洋クリニ．ソク　〔泌・理学療［去

　　　科♂’52－5488）　｝H中病院〔内・

　　　放　・零H神手口♂じ63－2211）　　　EIirl】

　　　内科（内・小児・胃腸科♂52－

　　　0880〕　篠原医院（産婦・肛門

　　　手結4ゆ63－1059）

9H■．三ケ尻医院（整形外科♂膨52－55

　　　57）康田医院〔産婦入科’53－

　　　7788）　　　杉こ1瑚1ケミ院　〔「人】手明♂じ52－

　　　5407｝　沼田医院〔皮・泌尿器

　　　工場4●52－3785）

1611匿1甫LL＞ミ院　q村・列ト・二二脂手｝6ゆ52－

　　　2936＞　　　111目Dく院　〔L「鼻　・日因喉

　　　税’52－2203）　鮫島病院（精

　　　神・「村F｝♂●54－6801）

23日■、黒沸く1日目　く1人」千千♂●52．一6055）

　　　稲原眼科（’52－2209〕　1⊥」元医

　　　院〔小児科♂53－6066）　大噛F

　　　［ケミ院〔1人】・噂蓋仔国外季斗’52－3337｝

30日■甲斐医院〔外科’53－5000）

　　　児．ド【曳F完　〔ノ1、児千斗♂じ52一・2530｝

　　　安剖三1ケミF完　〔「勾千「を♂●53－4788）

※当番医がかわる場合があります．．

　テレホンサービス〔2至53－1214｝

　で塾頭を1

印

刷

藤
屋
写
真
印
刷
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式
会
制

　　　■愛のご寄付（敬称略）

　　　　4月1日～30日分
〉佐1四川ゴ．1中村）〉雀rl旧慶治　畑1南1

＞猪谷∫｛二代f・1山ド｝〉成合常ヲ　曽柱

〉成合・診f向「町〕〉［量が坊賜＝哉松1巧

＞f1沐面白新財市｝〉坂口勝通〔北町
2区）〉植田秋義けム見）〉岸本数男
1庄称IP＞酒1卜亮．郎〔南町　〉長

田照生．メ（阪府枚ノ∫市｝〉佐曝伸盛qlI
．ド）　〉高山喜美代〔1；’＝」石少〕〉山］聰　　宮

ril‘｝膚∫大土家旺∫）　〉黒イ〈F条　　・　1：日冨〕　〉　噸月【1

義宏：椿川原｝＞4＜田スエIF・〔山のBD

＞白1卜1一キエ1「句江酊f〕＞L村シナf・：伊

勢｝〉是澤道却二手｝〉旨泰崎昭配［秋
留｝〉成含勇1曽根）〉佐藤，i∫枝1松原1

今月の表紙

　5月12目、こ

どもの。几書週間

に合わせて「図

書館てあそほ』う」

という催しカご行

われました

　市立図書館に

ρ．

」

ρ

’年
｠

しノ智

は小学生以．ドのこどもたちか．大勢つめ

かけ、ゲームや工作、紙芝居などで楽

しい一・日を過こ．しました。

ピリオド　く遷…㊨

　市制地〒】1〔〕周flの仁rl、市、は、；己念

　一テ「オを制作することにしています

　そこて．、f系からみなさんにお1頭い…

1早f権126「1　日「rr」ri」誕唾．カ・ら今・IIまで．7．，

1

ピ顧や姻広報噺「糊伽などを貸
　していただけませんか．H向市40‘1ゐ

　1しみを1映像にして残したいので』す

　　生丁許完3　日げllI恒本田∫1（，番5　写．

　［1r句市企画、沫広軒芝T冗、、ff系．歪1内線2213：

　ぜひご協力をお粗いします　　く＼
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